
(57)【要約】

【課題】　音と光の相乗効果によって心地良い目覚めを

確実に得ることが可能なレムクロックを得る。

【解決手段】　１チップマイクロコンピュータを用いた

制御部１と、内部電源２と、レム周期に応じた時間を設

定する設定部３と、所望の音と光を発生する出力部４を

備える。そして、制御部１により、設定部３により設定

された時間の経過後に出力部４を作動させ、所望の音響

や照明で心地良い目覚めを促す。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 レ ム 周 期 に 応 じ た 時 間 を 設 定 す る 設 定 手 段 と 、 所 望 の 音 と 光 を 発 生 す る 出 力 手 段 と を 有
し 、 上 記 設 定 手 段 に よ り 設 定 さ れ た 時 間 の 経 過 後 に 上 記 出 力 手 段 を 作 動 さ せ る こ と を 特 徴
と す る レ ム ク ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 設 定 手 段 は 、 レ ム 周 期 の ｎ 倍 （ ｎ は 正 数 ） の 時 間 を 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の レ ム ク ロ ッ ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 レ ム 周 期 に 応 じ て 音 と 光 に よ る 目 覚 ま し 効 果 を 与 え る レ ム ク ロ ッ ク に 関 す る
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 目 覚 ま し 時 計 は 、 設 定 時 刻 が く る と ベ ル な ど を 鳴 ら し て ア ラ ー ム を 発 す る も の で あ る が
、 従 来 種 々 の も の が 実 用 化 さ れ て い る 。 例 え ば 、 レ ム 時 間 帯 を 検 出 し て ア ラ ー ム 出 力 時 刻
を 調 整 し 、 心 地 良 く 目 覚 め さ せ る よ う に し た も の も 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － １ １ ４ ６ ８ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 一 般 的 な ア ラ ー ム ク ロ ッ ク に あ っ て は 、 設 定 時 刻 に な っ た 時 点 で
ベ ル や ブ ザ ー な ど の 音 を 発 生 さ せ る だ け で あ り 、 使 用 者 が ど の よ う な 状 態 で 眠 っ て い る の
か に 関 係 な く 、 設 定 時 間 が く る と 予 め 決 め ら れ た ア ラ ー ム を 発 生 す る 。 ま た 、 レ ム 時 間 帯
を 検 出 し て ア ラ ー ム 出 力 時 刻 を 調 整 す る も の に あ っ て も 、 予 め 決 め ら れ た ア ラ ー ム を 発 生
す る だ け で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の た め 、 決 め ら れ た ア ラ ー ム 音 に 慣 れ て く る と そ の ア ラ ー ム に 気 が 付 か な か っ た り す
る こ と も あ り 、 心 地 良 い 目 覚 め る こ と が で き な か っ た り す る 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 心 地 良 い 目 覚 め が 確 実 に 得 ら
れ る よ う に す る こ と が で き る レ ム ク ロ ッ ク を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る レ ム ク ロ ッ ク は 、 次 の よ う な 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 レ ム 周 期 に 応 じ た 時 間 を 設 定 す る 設 定 手 段 と 、 所 望 の 音 と 光 を 発 生 す る 出 力 手 段 と を 有
し 、 上 記 設 定 手 段 に よ り 設 定 さ れ た 時 間 の 経 過 後 に 上 記 出 力 手 段 を 作 動 さ せ る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 上 記 設 定 手 段 は 、 レ ム 周 期 の ｎ 倍 （ ｎ は 正 数 ） の 時 間 を 設 定 す る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 音 と 光 の 相 乗 効 果 に よ っ て 心 地 良 い 目 覚 め を 確 実 に 得 る こ と が 可 能 と
な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に つ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る レ ム ク ロ ッ ク の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の レ ム ク ロ ッ
ク は 、 １ チ ッ プ マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ を 用 い た 制 御 部 （ 制 御 手 段 ） １ と 、 内 部 電 源 ２ と 、
レ ム 周 期 に 応 じ た 時 間 を 設 定 す る 設 定 部 （ 設 定 手 段 ） ３ と 、 所 望 の 音 と 光 を 発 生 す る 出 力
部 （ 出 力 手 段 ） ４ を 有 し て お り 、 制 御 部 １ は 、 設 定 部 ３ に よ り 設 定 さ れ た 時 間 の 経 過 後 に
出 力 部 ４ を 作 動 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 制 御 部 １ は 、 Ｉ ／ Ｏ （ 入 出 力 ） ポ ー ト １ １ 、 Ｍ Ｐ Ｕ １ ２ 、 及 び 時 計 用 の 高 精 度 の 水
晶 発 振 器 １ ３ を 備 え て い る 。 設 定 部 ３ は 、 レ ム 周 期 の ｎ 倍 （ ｎ は 正 数 ） の 時 間 を 設 定 す る
こ と が 可 能 で 、 こ こ で は タ イ マ に よ り １ レ ム か ら ５ レ ム ま で の ５ 倍 の 周 期 ま で 設 定 可 能 と
し て お り 、 入 力 パ ネ ル 上 で は 設 定 し た レ ム 周 期 の ラ ン プ が 点 灯 さ れ る と と も に 、 現 在 時 刻
と ア ラ ー ム 時 刻 が 切 り 替 え で 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 出 力 部 ４ は 、 出 力 用 ド ラ イ バ リ レ ー 回 路 ４ １ 、 サ ウ ン ド 、 ブ ザ ー な ど の 音 響 装 置
４ ２ 、 照 明 、 視 角 効 果 な ど を 司 る 照 明 装 置 ４ ３ を 備 え て お り 、 バ ー チ ャ ル 的 な 効 果 も 演 出
で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 例 の レ ム ク ロ ッ ク は 、 機 能 付 き 目 覚 ま し 時 計 と し て 構 成 さ れ る も の で 、 使 用 者 の
レ ム 周 期 に 合 わ せ て ア ラ ー ム 時 刻 を 決 定 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ４ レ ム 後 に ア ラ ー ム
を 設 定 し た 場 合 、 通 常 ９ ０ 分 × ４ ＝ ６ 時 間 後 に 自 動 的 に ア ラ ー ム が 設 定 さ れ る （ レ ム 周 期
ト リ ム が ゼ ロ の 場 合 ） 。 実 際 に は 、 レ ム 周 期 は 人 に よ っ て 異 な る た め 、 自 分 に 合 っ た 周 期
を ト リ ム で 調 節 す る 。 仮 に レ ム 周 期 が １ ０ ０ 分 （ プ ラ ス １ ０ 分 ） の 人 は 、 ４ レ ム 後 は １ ０
０ 分 × ４ ＝ ６ 時 間 ４ ０ 分 後 に ア ラ ー ム が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 上 記 の ア ラ ー ム は 音 響 装 置 ４ ２ 及 び 照 明 装 置 ４ ３ に よ り 出 力 さ れ 、 所 望 の 音 と
光 の 相 乗 効 果 に よ っ て 心 地 良 い 目 覚 め を 確 実 に 得 る こ と が で き る 。 そ の 際 、 音 量 を 時 間 の
経 過 に 伴 っ て 変 化 さ せ た り （ 例 え ば 次 第 に 音 を 高 く す る ） 、 照 明 の 色 や 度 合 い を 変 化 さ せ
た り 、 照 明 や 映 像 の 内 容 を 変 え た り す る こ と も で き 、 使 用 者 に 適 し た 態 様 に す る こ と が で
き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 目 覚 ま し 時 計 と し て の 使 用 形 態 だ け で な く 、 音 響 と 照 明 （ 映 像 を 含 む ） を 利
用 し た 各 種 の 装 置 に 応 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る レ ム ク ロ ッ ク の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
１ 　 制 御 部
３ 　 設 定 部
４ 　 出 力 部
１ ２ 　 Ｍ Ｐ Ｕ
１ ３ 　 水 晶 発 振 器
４ ２ 　 音 響 装 置
４ ３ 　 照 明 装 置
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【 図 １ 】
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